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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を有する液晶表示パネルを備え、
　前記各画素は、映像電圧が供給される画素電極と、共通電圧が供給される対向電極とを
有し、
　１表示ライン上の互いに隣接する２つの画素を画素Ａと画素Ｂとするとき、前記映像電
圧を前記画素電極に書き込む時に、前記画素Ａが有する前記画素電極に対して前記対向電
極に供給される前記共通電圧よりも高電位の映像電圧を印加し、前記画素Ｂが有する前記
画素電極に対して前記対向電極に供給される前記共通電圧よりも低電位の映像電圧を印加
する液晶表示装置であって、
　前記各画素が有する前記対向電極の各々に供給する共通電圧を生成する共通電圧生成回
路と、
　前記対向電極の各々の内の複数箇所において、共通電圧の電位変動を検出し、前記共通
電圧生成回路にフィードバックするフィードバック手段を有し、
　前記共通電圧生成回路は、前記フィードバック手段によりフィードバックされた前記電
位変動に基づき、前記電位変動がフィードバックされる前の共通電圧である基準共通電圧
に、前記電位変動を相殺する逆補正電圧を重畳した共通電圧を前記対向電極に対して供給
され、
　前記共通電圧生成回路から前記対向電極の各々へ前記共通電圧を供給する供給端を有し
、



(2) JP 5731350 B2 2015.6.10

10

20

30

40

50

　前記供給端から見て、遠端に位置する箇所をＡ点、Ａ点よりも近端に位置する箇所をＢ
点、前記Ａ点の電位変動を電圧Ａ、前記Ｂ点の電位変動を電圧Ｂとするとき、前記フィー
ドバック手段は、前記Ａ点と前記Ｂ点の２箇所の電位変動を検出し、前記共通電圧生成回
路にフィードバックし、
　前記共通電圧生成回路は、前記電圧Ａと前記電圧Ｂを混合する混合手段と、
　前記混合手段で混合した電圧を反転増幅し、前記逆補正電圧として前記基準共通電圧に
重畳して前記対向電極に供給するアンプ回路とを有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記液晶表示パネルの垂直走査方向は、前記Ａ点から前記Ｂ点に向かう方向であり、
　前記混合手段は、一垂直走査期間の始まりに、前記電圧Ａと前記電圧Ｂの混合比の大小
関係が、電圧Ａ＞電圧Ｂであり、一垂直走査期間の進行に伴い、前記電圧Ａと前記電圧Ｂ
の混合比の大小関係が、電圧Ａ＜電圧Ｂとなるように、連続的に前記混合比の大小関係を
変化させることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記液晶表示パネルの垂直走査方向は、前記Ａ点から前記Ｂ点に向かう方向であり、
　前記混合手段は、一垂直走査期間の始まりに、前記電圧Ａと前記電圧Ｂの混合比の大小
関係が、電圧Ａ＞電圧Ｂであり、一垂直走査期間の終わりに近づくにつれて、前記電圧Ａ
と前記電圧Ｂの混合比の大小関係が、電圧Ａ＜電圧Ｂとなるように、連続的に前記混合比
の大小関係を変化させることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記混合手段は、一端に前記電圧Ａが入力される抵抗Ａと、
　一端に前記電圧Ｂが入力される抵抗Ｂと、
　前記抵抗Ａの他端と前記抵抗Ｂの他端との間に接続されるトランジスタを有し、
　前記抵抗Ａの抵抗値は、前記抵抗Ｂの抵抗値よりも大きく、
　前記電圧Ａは、前記抵抗Ａを介して前記アンプ回路に入力され、
　前記電圧Ｂは、前記抵抗Ｂと前記トランジスタを介して前記アンプ回路に入力され、
　前記トランジスタのゲート電圧を変化させて、前記電圧Ａと前記電圧Ｂの混合比を変化
させることを特徴とする請求項２または請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記混合手段は、入力されるデジタル制御信号をアナログ制御信号に変換し、当該変換
したアナログ制御信号を前記トランジスタのゲートに入力するＤ／Ａ変換回路を有し、
　前記入力されるデジタル制御信号の変化に応じて前記トランジスタのゲート電圧を変化
させて、前記電圧Ａと前記電圧Ｂの混合比を変化させることを特徴とする請求項４に記載
の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記混合手段は、一端に前記電圧Ａが入力される抵抗Ａと、
　一端に前記電圧Ｂが入力される抵抗Ｂと、
　前記抵抗Ａの他端と前記抵抗Ｂの他端との間に接続され、デジタル制御信号が入力され
るデジタル制御可変抵抗を有し、
　前記抵抗Ａの抵抗値は、前記抵抗Ｂの抵抗値よりも大きく、
　前記電圧Ａは、前記抵抗Ａを介して前記アンプ回路に入力され、
　前記電圧Ｂは、前記抵抗Ｂと前記デジタル制御可変抵抗を介して前記アンプ回路に入力
され、
　前記入力されるデジタル制御信号の変化に応じて前記デジタル制御可変抵抗の抵抗値を
変化させて、前記電圧Ａと前記電圧Ｂの混合比を変化させることを特徴とする請求項２ま
たは請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　表示制御回路と、電源回路とを有し、
　前記共通電圧生成回路は、前記電源回路内に設けられ、
　前記表示制御回路は、前記デジタル制御信号を生成し、前記電源回路内の前記共通電圧
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生成回路に入力することを特徴とする請求項５または請求項６に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係わり、特に、駆動方法として、ドット反転法等のコモン対
称法を採用する液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブ素子として薄膜トランジスタを使用するＴＦＴ方式の液晶表示装置は、高精
細な画像を表示できるため、テレビ、パソコン用ディスプレイ等の表示装置として多用さ
れている。
　液晶表示装置は、基本的には、少なくとも一方が透明なガラス等からなる二枚の（一対
の）基板の間に、液晶層を挟持した、所謂、液晶表示パネルを有し、この液晶表示パネル
の基板に形成した画素形成用の各種電極に選択的に電圧を印加して、所定画素の点灯と消
灯を行うもので、コントラスト性能、高速表示性能に優れている。
　液晶層は、長時間同じ電圧（直流電圧）が印加されていると、液晶層の傾きが固定化さ
れ、結果として残像現象を引き起こし、液晶層の寿命を縮めることになる。これを防止す
るために、液晶表示装置では、液晶層に印加する電圧を、一定時間毎に交流化、即ち、対
向電極に供給される共通電圧（ＶＣＯＭ）を基準にして、画素電極に印加する電圧を、一
定時間毎に正電圧側／負電圧側に変化させるようにしている。
　この液晶層に交流電圧を印加する駆動方法として、コモン対称法とコモン反転法の２つ
方法が知られている。（下記特許文献１参照）
　コモン対称法とは、対向電極に供給する共通電圧（ＶＣＯＭ）を一定とし、画素電極に
印加する電圧（即ち、階調電圧）を、共通電圧（ＶＣＯＭ）よりも高電位の電圧、あるい
は、共通電圧（ＶＣＯＭ）よりも低電位の電圧に反転させる方法で、ドット反転法、ある
いはｎライン（例えば、２ライン）反転法などが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１５３３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　図１１は、液晶表示装置のドット反転法における画素の駆動極性を示す図である。
　ドット反転法では、隣接する画素、例えば、Ｇ０ラインのＤＲ０（＋）とＤＧ０（－）
に着目すると、画素の極性はプラス（＋）とマイナス（－）で、それ以降の画素において
も、隣り合う画素の極性が反対になる様に駆動する。ここで、プラス（＋）とは、画素に
対する階調電圧の書き込み時に、画素電極に対して対向電極よりも高電位の階調電圧を印
加し、マイナス（－）とは、画素に対する階調電圧の書き込み時に、画素電極に対して対
向電極よりも低電位の階調電圧を印加することを意味する。
　次のフレームでは、画素の極性が、前のフレームの極性と反対になる。即ち、前のフレ
ームで、極性が（＋）の画素は、次のフレームでは、極性が（－）がなり、前のフレーム
で、極性が（－）の画素は、次のフレームでは、極性が（＋）となる。
　図１２は、ドット反転駆動法で液晶表示パネルに、１ドット毎に白／黒の縦ストライプ
の映像を表示する時の、各画素に書き込まれた階調電圧の電位を示す図である。
　なお、図１１、図１２の説明では、各画素に供給される階調電圧と、共通電圧（ＶＣＯ
Ｍ）との間の電位差が大きい程高い輝度を示す、所謂ノーマリ黒表示モード（Normally B
lack-displaying Mode）で動作することを前提としている。
【０００５】
　ドット反転法において、液晶表示パネルに、１ドット毎に白／黒の縦ストライプの映像
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を表示すると、１番目の画素の極性は、ＤＲ０の赤のピクセルと、ＤＢ０の青のピクセル
がプラス（＋）で、ＤＧ０の緑のピクセルがマイナス（－）、２番目の画素の極性は、Ｄ
Ｒ１の赤のピクセルと、ＤＢ１の青のピクセルがマイナス（－）、ＤＧ１の緑のピクセル
がプラス（＋）となり、１番目の画素（ＤＲ０，ＤＧ０，ＤＢ０）における書き込み映像
電圧の実効値は、対向電極に供給される共通電圧（ＶＣＯＭ）に対してプラス（＋）側に
、２番目の画素（ＤＲ１，ＤＧ１，ＤＢ１）における書き込み電圧の実効値は、対向電極
に供給される共通電圧（ＶＣＯＭ）に対してマイナス（－）側に偏る。
　そのため、画素への階調電圧の書き込み過程において、画素の薄膜トランジスタの寄生
容量や書き込み電圧の影響を受け、共通電圧（ＶＣＯＭ）の電位に歪が生じ、本来一定電
圧である共通電圧（ＶＣＯＭ）の電位が、図１２中の点線で示すＶＯＣＭ’の様に変動し
、１番目の画素（ＤＲ０，ＤＧ０，ＤＢ０）の対向電極の共通電圧（ＶＣＯＭ）は全体的
に、正側（ＶＣＯＭよりも高電位側の電位）へ歪み、赤及び青の画素（ＤＲ０，ＤＢ０）
への書き込み電圧（ΔＶ１）が小さくなり、緑の画素（ＤＧ０）の書き込み電位（ΔＶ２
）が逆に大きくなる。
　前述した共通電圧（ＶＣＯＭ）の実効電圧の変動は、Ｇ０の次のラインのＧ１のライン
においても同様に起こり、Ｇ０のラインとＧ１のラインでは、画素極性が反対のため、歪
む方向が反対となるが、実効電圧（ΔＶ）の変動量は同じである。
【０００６】
　前記した共通電圧（ＶＣＯＭ）の変動が起因となり、液晶表示パネルに、白／黒の縦ス
トライプの映像を表示すると、液晶表示パネルの画面全体的が緑色に見え、画質が劣化す
る。
　本発明は、前記従来技術の問題点を解決するためになされたものであり、本発明の目的
は、液晶表示装置において、共通電圧の電位変動をキャンセルし、液晶表示パネルに表示
する画面の画質が劣化するのを防止し、高品位の画像を提供することが可能となる技術を
提供することにある。
　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述及び添付図面によ
って明らかにする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、下記の
通りである。
（１）複数の画素を有する液晶表示パネルを備え、前記各画素は、映像電圧が供給される
画素電極と、共通電圧が供給される対向電極とを有し、１表示ライン上の互いに隣接する
２つの画素を画素Ａと画素Ｂとするとき、前記映像電圧を前記画素電極に書き込む時に、
前記画素Ａが有する前記画素電極に対して前記対向電極に供給される前記共通電圧よりも
高電位の映像電圧を印加し、前記画素Ｂが有する前記画素電極に対して前記対向電極に供
給される前記共通電圧よりも低電位の映像電圧を印加する液晶表示装置であって、前記各
画素が有する前記対向電極の各々に供給する共通電圧を生成する共通電圧生成回路と、前
記対向電極の各々の内の複数箇所において、共通電圧の電位変動を検出し、前記共通電圧
生成回路にフィードバックするフィードバック手段を有し、前記共通電圧生成回路は、前
記フィードバック手段によりフィードバックされた前記電位変動に基づき、前記電位変動
がフィードバックされる前の共通電圧である基準共通電圧に、前記電位変動を相殺する逆
補正電圧を重畳した共通電圧を前記対向電極に対して供給され、前記共通電圧生成回路か
ら前記対向電極の各々へ前記共通電圧を供給する供給端を有し、前記供給端から見て、遠
端に位置する箇所をＡ点、Ａ点よりも近端に位置する箇所をＢ点、前記Ａ点の電位変動を
電圧Ａ、前記Ｂ点の電位変動を電圧Ｂとするとき、前記フィードバック手段は、前記Ａ点
と前記Ｂ点の２箇所の電位変動を検出し、前記共通電圧生成回路にフィードバックし、前
記共通電圧生成回路は、前記電圧Ａと前記電圧Ｂを混合する混合手段と、前記混合手段で
混合した電圧を反転増幅し、前記逆補正電圧として前記基準共通電圧に重畳して前記対向
電極に供給するアンプ回路とを有する。
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【０００８】
（２）（１）において、前記液晶表示パネルの垂直走査方向は、前記Ａ点から前記Ｂ点に
向かう方向であり、前記混合手段は、一垂直走査期間の始まりに、前記電圧Ａと前記電圧
Ｂの混合比の大小関係が、電圧Ａ＞電圧Ｂであり、一垂直走査期間の進行に伴い、前記電
圧Ａと前記電圧Ｂの混合比の大小関係が、電圧Ａ＜電圧Ｂとなるように、連続的に前記混
合比の大小関係を変化させる。
（３）（１）において、前記液晶表示パネルの垂直走査方向は、前記Ａ点から前記Ｂ点向
かう方向であり、前記混合手段は、一垂直走査期間の始まりに、前記電圧Ａと前記電圧Ｂ
の混合比の大小関係が、電圧Ａ＞電圧Ｂであり、一垂直走査期間の終わりに近づくにつれ
て、前記電圧Ａと前記電圧Ｂの混合比の大小関係が、電圧Ａ＜電圧Ｂとなるように、連続
的に前記混合比の大小関係を変化させる。
【０００９】
（４）（２）または（３）において、前記混合手段は、一端に前記電圧Ａが入力される抵
抗Ａと、一端に前記電圧Ｂが入力される抵抗Ｂと、前記抵抗Ａの他端と前記抵抗Ｂの他端
との間に接続されるトランジスタを有し、前記電圧Ａは、前記抵抗Ａを介して前記アンプ
回路に入力され、前記抵抗Ａの抵抗値は、前記抵抗Ｂの抵抗値よりも大きく、前記電圧Ｂ
は、前記抵抗Ｂと前記トランジスタを介して前記アンプ回路に入力され、前記トランジス
タのゲート電圧を変化させて、前記電圧Ａと前記電圧Ｂの混合比を変化させる。
（５）（４）において、前記混合手段は、入力されるデジタル制御信号をアナログ制御信
号に変換し、当該変換したアナログ制御信号を前記トランジスタのゲートに入力するＤ／
Ａ変換回路を有し、前記入力されるデジタル制御信号の変化に応じて前記トランジスタの
ゲート電圧を変化させて、前記電圧Ａと前記電圧Ｂの混合比を変化させる。
【００１０】
（６）（２）または（３）において、前記混合手段は、一端に前記電圧Ａが入力される抵
抗Ａと、一端に前記電圧Ｂが入力される抵抗Ｂと、前記抵抗Ａの他端と前記抵抗Ｂの他端
との間に接続され、デジタル制御信号が入力されるデジタル制御可変抵抗を有し、前記抵
抗Ａの抵抗値は、前記抵抗Ｂの抵抗値よりも大きく、前記電圧Ａは、前記抵抗Ａを介して
前記アンプ回路に入力され、前記電圧Ｂは、前記抵抗Ｂと前記デジタル制御可変抵抗を介
して前記アンプ回路に入力され、前記入力されるデジタル制御信号の変化に応じて前記デ
ジタル制御可変抵抗の抵抗値を変化させて、前記電圧Ａと前記電圧Ｂの混合比を変化させ
る。
（７）（５）または（６）において、表示制御回路と、電源回路とを有し、前記共通電圧
生成回路は、前記電源回路内に設けられ、前記表示制御回路は、前記デジタル制御信号を
生成し、前記電源回路内の前記共通電圧生成回路に入力する。
【発明の効果】
【００１１】
　本願において開示される発明のうち代表的なものによって得られる効果を簡単に説明す
れば、下記の通りである。
　本発明の液晶表示装置によれば、共通電圧の電位変動をキャンセルして、液晶表示パネ
ルに表示する画面の画質が劣化するのを防止し、高品位の画像を提供することが可能とな
る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の前提となる液晶表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す液晶表示パネルの一例の等価回路を示す図である。
【図３】本発明の制御信号である交流化信号（Ｍ）と、対向電極に印加される共通電圧（
ＶＣＯＭ）の電圧波形を示す図である。
【図４】本発明の実施例１の液晶表示装置において、液液晶表示パネルに共通電圧を供給
する供給方法を説明するための図である。
【図５】本発明の実施例１の液晶表示装置の共通電圧生成回路の回路構成を示す回路図で



(6) JP 5731350 B2 2015.6.10

10

20

30

40

50

ある。
【図６】本発明の実施例１の液晶表示装置の交流化信号（Ｍ）と、ＶＣＯＭ生成回路で生
成される逆補正共通電圧の波形を示す図である。
【図７】本発明の実施例１の液晶表示装置の共通電圧生成回路のタイミング波形を示す図
である。
【図８】本発明の実施例１の液晶表示装置の変形例の共通電圧生成回路の回路構成を示す
回路図である。
【図９】本発明の実施例１の液晶表示装置の変形例の共通電圧生成回路のタイミング波形
を示す図である。
【図１０】本発明の実施例２の液晶表示装置の共通電圧生成回路の回路構成を示す回路図
である。
【図１１】液晶表示装置のドット反転法における画素の駆動極性を示す図である。
【図１２】ドット反転駆動法で液晶表示パネルに、１ドット毎に白／黒の縦ストライプの
映像を表示する時の、各画素に書き込まれた階調電圧の電位を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を詳細に説明する。
　なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは同一符号を付け
、その繰り返しの説明は省略する。また、以下の実施例は、本発明の特許請求の範囲の解
釈を限定するためのものではない。
　　［本発明の前提となる液晶表示装置の構成］
　図１は、本発明の前提となる液晶表示装置の概略構成を示すブロック図である。
　本実施例の液晶表示装置は、液晶表示パネル２１と、ドレイン・ドライバ部２３と、ゲ
ート・ドライバ部２２と、表示制御回路２４と、電源回路２５とで構成される。
　ドレイン・ドライバ部２３は、複数のドレインドライバで構成され、当該複数のドレイ
ンドライバは、液晶表示パネル２１の周辺部に設置される。例えば、複数のドレインドラ
イバは、液晶表示パネル２１の一対の基板の第１の基板（例えば、ガラス基板）の１辺の
周辺部にＣＯＧ方式で実装される。あるいは、複数のドレインドライバは、液晶表示パネ
ル２１の第１の基板の辺の周辺部に配置されるフレキシブル回路基板にＣＯＦ方式で実装
される。
　同様に、ゲート・ドライバ部２２は、複数のゲートドライバで構成され、当該複数のゲ
ートドライバは、液晶表示パネル２１の周辺部に設置される。例えば、複数のゲートドラ
イバは、液晶表示パネル２１の一対の基板の第１の基板（例えば、ガラス基板）の１辺（
ドレインドライバが実装されている辺の以外の１辺）の周辺部にＣＯＧ方式で実装される
。あるいは、複数のゲートドライバは、液晶表示パネル２１の第１の基板の１辺（ドレイ
ンドライバが実装されている辺の以外の１辺）の周辺部に配置されるフレキシブル回路基
板にＣＯＦ方式で実装される。
【００１４】
　表示制御回路２４と、電源回路２５は、液晶表示パネル２１の周辺部（例えば、液晶表
示装置の裏側）に配置される回路基板にそれぞれ実装される。
　表示制御回路２４には、パソコンやテレビ受信回路等の表示信号源（ホスト側）から、
表示データ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）と、クロック（ＣＬＫ）、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、水平
同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、ディスプレイタイミング信号（ＤＴＭＧ）等の表示制御信号が
入力される。
　表示制御回路２４は、表示データの交流化等、液晶表示パネル２１の表示に適したタイ
ミング調整を行い、表示形式の表示データに変換して同期信号（クロック信号）と共にド
レイン・ドライバ部２３の各ドレインドライバと、ゲート・ドライバ部２２の各ゲート・
ドライバに入力する。
　各ゲートドライバは、表示制御回路２４の制御の基に走査線（ゲート線ともいう；Ｇ）
に選択走査電圧を順次供給し、また、各ドレインドライバは、映像線（ドレイン線、ソー
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ス線ともいう；Ｄ）に階調電圧（映像電圧ともいう）を供給して映像を表示する。電源回
路２５は、入力電圧（ＶＩＮ）に基づき、液晶表示装置に要する各種の電圧を生成する。
【００１５】
　図２は、図１に示す液晶表示パネル２１の一例の等価回路を示す図である。
　図２に示すように、液晶表示パネル２１は、複数のサブピクセルを有し、各サブピクセ
ルは、映像線（Ｄ）と走査線（Ｇ）とで囲まれた領域に設けられる。
　各サブピクセルは、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を有し、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）
の第１の電極（ドレイン電極またはソース電極）は映像線（Ｄ）に接続され、薄膜トラン
ジスタ（ＴＦＴ）の第２の電極（ソース電極またはドレイン電極）は画素電極（ＩＴＯ１
）に接続される。また、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）のゲート電極は、走査線（Ｇ）に接
続される。
　なお、図２において、Ｃｌｃは、画素電極（ＩＴＯ１）と対向電極（ＩＴＯ２）との間
に配置される液晶層を等価的に示す液晶容量であり、Ｃｓｔｇは、画素電極（ＩＴＯ１）
と対向電極（ＩＴＯ２）との間に形成される保持容量である。
　図２に示す液晶表示パネル２１において、列方向に配置された各サブピクセルの薄膜ト
ランジスタ（ＴＦＴ）の第１の電極は、それぞれ映像線（Ｄ）に接続され、各映像線（Ｄ
）は列方向に配置されたサブピクセルに、表示データに対応する階調電圧を供給するドレ
インドライバ２３Ａに接続される。
【００１６】
　また、行方向に配置された各サブピクセルにおける薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）のゲー
ト電極は、それぞれ走査線（Ｇ）に接続され、各走査線（Ｇ）は、１水平走査時間、薄膜
トランジスタ（ＴＦＴ）のゲートに走査電圧（正または負のバイアス電圧）を供給するゲ
ートドライバ２２Ａに接続される。なお、図２では、ドレインドライバ２３Ａと、ゲート
ドライバ２２Ａは１個しか図示していないが、実際には２個以上の複数個配置される場合
もある。
　液晶表示パネル２１に画像を表示する際、ゲートドライバ２２Ａは、順次、走査線（Ｇ
０、Ｇ１、…Ｇｊ、Ｇｊ＋１）を上から下に向かって（Ｇ０→Ｇ１…の順番で）選択し、
一方、ある走査線（Ｇ）の選択期間中に、ドレインドライバ２３Ａは、表示データに対応
する階調電圧を映像線（Ｄ）に供給する。
　映像線（Ｄ）に供給された電圧は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を経由して、画素電極
（ＩＴＯ１）に印加され、最終的に、保持容量（Ｃｓｔｇ）と、液晶容量（Ｃｌｃ）に電
荷がチャージされ、液晶分子をコントロールすることにより画像が表示される。
【００１７】
　なお、以下の説明でも、各画素に供給される階調電圧と、共通電圧（ＶＣＯＭ）との間
の電位差が大きい程高い輝度を示す、所謂ノーマリ黒表示モード（Normally Black-displ
aying Mode）で動作することを前提としている。
　液晶表示パネル２１は、画素電極（ＩＴＯ１）、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）等が形成
される第１の基板と、カラーフィルタ等が形成される第２の基板とを、所定の間隙を隔て
て重ね合わせ、該両基板間の周縁部近傍に枠状に設けたシール材により、両基板を貼り合
わせると共に、シール材の一部に設けた液晶封入口から両基板間のシール材の内側に液晶
を封入、封止し、さらに、両基板の外側に偏光板を貼り付けて構成される。
　なお、対向電極（ＩＴＯ２）は、ＴＮ方式やＶＡ方式の液晶表示パネルであれば第２の
基板側に設けられる。ＩＰＳ方式の場合は、第１の基板側に設けられる。
　また、本発明は、液晶表示パネルの内部構造とは関係がないので、液晶表示パネルの内
部構造の詳細な説明は省略する。さらに、本発明は、どのような構造の液晶表示パネルで
あっても適用可能である。
【００１８】
　　［本発明の特徴］
　図３は、本発明の制御信号である交流化信号（Ｍ）と、対向電極（ＩＴＯ２）に印加さ
れる共通電圧（ＶＣＯＭ）の電圧波形を示す図である。
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　図３中、交流化信号（Ｍ）は、画素に階調電圧を書き込むときの交流化極性を決める信
号であり、一水平走査期間（１Ｈ）毎に、Ｈｉｇｈ／Ｌｏｗを繰り返し、Ｈｉｇｈ（以下
、単にＨという。）レベル期間（図３では＋で表示）に、例えば、奇数番目の画素に対し
てＶＣＯＭの電圧よりも高電位の階調電圧を書き込み、偶数番目の画素に対してＶＣＯＭ
の電圧よりも低電位の階調電圧を書き込み、Ｌｏｗ（以下、単にＬという。）レベル期間
（図３では－で表示）に、例えば、奇数番目の画素に対してＶＣＯＭの電圧よりも低電位
の階調電圧を書き込み、偶数番目の画素に対してＶＣＯＭの電圧よりも高電位の階調電圧
を書き込む。
　液晶表示パネル２１に、１画素毎に、白／黒の縦ストライプ映像を表示した場合、対向
電極（ＩＴＯ２）の共通電圧（ＶＣＯＭ）の電位は、前述したＶＣＯＭの電圧の歪により
、交流化信号（Ｍ）の極性にあわせて、上下に変動を繰り返し、画面全体的が緑色に見え
、画質を劣化させる原因となる。また、キラーパターンと中間調ラスタの表示パターンを
複合的に同時に表示した際、中間調ラスタ表示部にスメアが生じる画質劣化が起こる。
　本発明では、この対向電極（ＩＴＯ２）の電位変動を相殺（または、キャンセル）する
逆補正電圧を、基準共通電圧に重畳した共通電圧（ＶＣＯＭＲ；以下、逆補正共通電圧と
いう。）を電源回路２５で作り、液晶表示パネル２１内の対向電極（ＩＴＯ２）に供給し
、対向電極（ＩＴＯ２）の電位変動をキャンセルする。結果として、液晶表示パネル２１
の表示画面が緑色に着色する画質劣化を低減し、高品位の画像を提供することができる。
【００１９】
　　［実施例１］
　図４は、本発明の実施例１の液晶表示装置において、液液晶表示パネルに共通電圧を供
給する供給方法を説明するための図である。
　図４に示す対向電極（ＩＴＯ２）は、面状に形成されており、液晶表示パネル２１の下
側の辺（図４の下側の辺）から、対向電極（ＩＴＯ２）に共通電圧（ＶＣＯＭ）を供給す
る。共通電圧給電端から見ると、図４に示すＡ点が遠端部、Ｂ点が近端部の位置関係とな
る。なお、本実施例の液晶表示パネル２１では、各フレームの垂直走査方向は、図４の遠
端部Ａ点から近端部Ｂ点に向かって走査することを前提とする。
　液晶表示パネル２１が大型化するにつれ、共通電圧供給端からの抵抗成分が無視できな
くなり、共通電圧給端に近い近端部Ｂと、共通電圧給端から遠い遠端部Ａでは、対向電極
（ＩＴＯ２）の電位変動によるカップリングノイズの差が大きくなるという問題が発生す
る。
　そこで、遠端部Ａ点での対向電極（ＩＴＯ２）の電圧変動を電圧Ａ、近端部Ｂ点での対
向電極（ＩＴＯ２）の電圧変動を電圧Ｂとするとき、液晶表示パネル面内の対向電極（Ｉ
ＴＯ２）の抵抗成分は、共通電圧供給端から遠ざかる程大きくなるため、垂直走査の過程
で、Ａ点からＢ点に走査をする際に、対向電圧（ＩＴＯ２）の電圧変動量は、「電圧Ａ＞
電圧Ｂ」となる。
　キラーパターンを表示した際も、遠端部Ａ点での対向電極（ＩＴＯ２）の電圧変動（電
圧Ａ）が、近端部Ｂ点での対向電極（ＩＴＯ２）の電圧変動（電圧Ｂ）よりも大きくなる
ため、前述の図３に示すＶＣＯＭ電圧の逆補正電圧（ＶＣＯＭＲ）も、「ＶＣＯＭＲＡ＞
ＶＣＯＭＲＢ」とすることが望ましい。ここで、ＶＣＯＭＲＡは、遠端部Ａ点での逆補正
電圧、ＶＣＯＭＲＢは、近端部Ｂ点での逆方正電圧である。
　このように、液晶表示パネル２１の対向電極（ＩＴＯ２）の電圧変動に対して、垂直走
査位置における逆補正電圧を対向電極（ＩＴＯ２）に印加することで、対向電極（ＩＴＯ
２）の電圧変動をキャンセルし、キラーパターンでの画質劣化が軽減させる。
【００２０】
　図５は、本発明の実施例１の液晶表示装置の共通電極生成回路（ＶＣＯＭ生成回路とも
いう）の回路構成を示す回路図である。
　図５中のＶｉｎＡと、ＶｉｎＢは、ＶＣＯＭ生成回路の入力信号であり、図４に示した
、液晶表示パネル２１の遠端部Ａ点における対向電極（ＩＴＯ２）の電圧変動と、近端部
Ｂ点における対向電極（ＩＴＯ２）の電圧変動を表す。
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　図５中のＶＣＯＭは、ＶＣＯＭ生成回路からの出力電圧であり、前述の図３に示すＶＣ
ＯＭＲの電圧に相当し、この電圧が、液晶表示パネル２１の対向電極（ＩＴＯ２）に供給
される。
　図５に示すＶＣＯＭ生成回路は、抵抗１と、抵抗２と、トランジスタ３（例えばＭＯＳ
トランジスタ、ｎチャンネル電界効果トランジスタ）と、トランジスタ３のゲートバイア
ス電圧を生成する１０ｂｉｔ精度のＤ／Ａコンバータ１０と、反転増幅回路８とで構成さ
れる。
　ここで、抵抗１は、液晶表示パネル２１の遠端部Ａ点から液晶表示パネル２１の一端ま
での、液晶表示パネル２１内の配線（図４のＬＩＮＥＡ）の配線抵抗であり、抵抗２は、
液晶表示パネル２１の近端部Ｂ点から液晶表示パネル２１の一端までの、液晶表示パネル
２１内の配線（図４のＬＩＮＥＢ）の配線抵抗である。
　抵抗１、抵抗２は、配線（ＬＩＮＥＡ）と配線（ＬＩＮＥＢ）の配線距離の違いから、
抵抗値の大小関係が、「抵抗１＞抵抗２」となっており、抵抗１が大凡７００Ω、抵抗２
が１０Ω程度の値である。
　トランジスタ３は混合手段を構成し、トランジスタ３は、Ｄ／Ａコンバータ１０の出力
信号（ＶＤＡ）により内部抵抗を変化させて、ＶｉｎＡの電圧とＶｉｎＢの電圧の混合比
を変化させる。Ｄ／Ａコンバータ１０の出力信号（ＶＤＡ）は、表示制御回路２４により
制御される。
【００２１】
　反転増幅回路８は、固定抵抗５と固定抵抗６とオペアンプ７とで構成され、オペアンプ
７の比反転端子（＋）には、Ｖｒｅｆの基準電圧９が入力される。トランジスタ３で混合
された、ＶｉｎＡの電圧とＶｉｎＢの電圧の混合電圧は、コンデンサ４を介して（所謂、
交流結合により）、反転増幅回路８に入力される。
　反転増幅回路８のアンプゲインＧは、「Ｇ＝固定抵抗６／固定抵抗５」で表され、アン
プゲインＧを数倍から数十倍に設定するため、「固定抵抗５＜固定抵抗６」とする。なお
、対向電極（ＩＴＯ２）の共通電圧供給端に、逆補正電圧を印加しても、例えば、遠端部
Ａ点では、対向電極（ＩＴＯ２）の抵抗成分により電位が低下するので、反転増幅回路８
のアンプゲインＧは、約３程度が好ましい。例えば、Ｇ＝３倍の場合、「固定抵抗５＝１
ｋΩ」、「固定抵抗６＝３ｋΩ」とする。
　ＶＣＯＭ生成回路の出力電圧（ＶＣＯＭ）は、以下の通りとなる。
（１）トランジスタ３がＯＦＦ状態の場合
ＶＣＯＭ＝Ｖｒｅｆ＋ＶｉｎＡ＊Ｇ
（２）トランジスタ３がＯＦＦ状態からＯＮ状態に遷移する過程にある場合
ＶＣＯＭ＝Ｖｒｅｆ＋（ＶｉｎＡ＋ＶｉｎＢ）＊Ｇ
（３）トランジスタ３がＯＮ状態にある場合、「抵抗１＞抵抗２」の関係から、インピー
ダンスの低いＶｉｎＢ電圧が支配的となり、
ＶＣＯＭ＝Ｖｒｅｆ＋ＶＩＮＢ＊Ｇ
　つまり、トランジスタ３がＯＦＦ状態からＯＮ状態に遷移する過程において、トランジ
スタ３の内部抵抗値によって、ＶｉｎＡ電圧とＶｉｎＢ電圧の混合比が変わることになる
。
　このＶｉｎＡの電圧とＶｉｎＢの電圧の混合電圧は、ＡＣ結合の反転増幅回路８にてＧ
倍に増幅され、ＤＣ基準電圧であるＶｒｅｆ電圧と重畳した電圧が対向電極（ＩＴＯ２）
に供給される逆補正共通電圧（ＶＣＯＭＲ）となる。
【００２２】
　図６は、本発明の実施例１の液晶表示装置の交流化信号（Ｍ）と、ＶＣＯＭ生成回路で
生成される逆補正共通電圧の波形を示す図である。
　図６中の交流化信号（Ｍ）は、前述の図３で説明した画素に階調電圧を書き込むときの
交流化極性を決める信号である。
　図６中の共通電圧（ＶＣＯＭ）は、前述の図３に示したキラーパターンを表示した際の
対向電極（ＩＴＯ２）の電圧変動に対する逆補正電圧（ＶＣＯＭＲ）に相当する。
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　前述の図４で説明した通り、液晶表示パネル２１の、共通電圧供給端に近い近端部Ｂ点
より、共通電圧供給端から遠い遠端部Ａ点の方が、対向電極（ＩＴＯ２）の電圧変動が大
きいため、遠端部Ａ点付近の逆補正電圧（ＶＣＯＭＲ）は、近端部Ｂ点の逆補正電圧（Ｖ
ＣＯＭＲ）より大きくする必要がある。
　従って、前述の図４に示す液晶表示パネル２１の共通電圧供給端から遠い遠端部Ａ点か
ら、共通電圧供給端に近い近端部Ｂ点に垂直走査が進むにつれて、図６に示す共通電圧（
ＶＣＯＭ）は、基準電圧Ｖｒｅｆを中心に逆補正電圧の振幅（ΔＶＰ）が徐々に小さくな
る。以下、この逆補正共通電圧の振幅（ΔＶＰ）の制御手法を以下に説明する。
【００２３】
　図７は、本発明の実施例１の液晶表示装置のＶＣＯＭ生成回路のタイミング波形を示す
図である。
　図７において、ＤＡＴＡは、液晶表示パネル２１に表示する映像信号を表し、有効表示
期間（Ｔ０～Ｔ２）の映像データをValid、ブランキング期間（Ｔ２～Ｔ３）の映像表示
期間をInvalidとして示す。
　Ｉ２ＣＤＡＴＡは、表示制御回路２４がＤ／Ａコンバータ１０に電圧設定用の信号とし
て送るデジタル制御信号を表し、デジタル制御信号（Ｉ２ＣＤＡＴＡ）のデジタル設定値
に従って、Ｄ／Ａコンバータ１０でアナログ電圧に変換される。
　デジタル制御信号（Ｉ２ＣＤＡＴＡ）のデジタル設定値は、有効表示期間の開始時刻Ｔ
０からある垂直走査後の時刻Ｔ１まで、Ｄ／Ａコンバータ１０の出力が、Ｖｒｅｆの基準
電圧と等しくなる設定データとして、１６進数表記で［１９Ｅ］となり、その後、時刻Ｔ
１から時刻Ｔ２において、数十ラインの垂直走査を実施する毎に、［１９Ｅ］から例えば
［１９Ｆ］～［１ＦＦ］迄、電圧設定データを増加させ、ブランキング期間の時刻Ｔ２か
ら時刻Ｔ３の間に、前述とは逆に電圧設定データを［１ＦＦ］～［１９Ｅ］に減少させる
。
　デジタル制御信号（Ｉ２ＣＤＡＴＡ）のデジタル設定値に基づき、Ｄ／Ａコンバータ１
０は、図７中に示す通り、ＶＤＡなるアナログ電圧のランプ波形を作り、ランプ電圧がト
ランジスタ３のゲートバイアス電圧として印加され、トランジスタ３がｎチャンネルトラ
ンジスタであるので、ＶＤＡのランプ波形の電圧が高くなるとその変化に従って、トラン
ジスタ３はＯＦＦ状態からＯＮ状態に遷移する。
【００２４】
　トランジスタ３のＯＦＦ状態からＯＮ状態への遷移過程において、トランジスタ３自身
の内部抵抗値が数百ＭΩから数十ｍΩへと変化し、図５に示すＶｉｎＡの電圧とＶｉｎＢ
の電圧の混合比の関係が徐々に「ＶｉｎＡ＜ＶｉｎＢ」となるため、逆補正共通電圧（Ｖ
ＣＯＭＲ）は、図８に示す様に、時刻Ｔ１から時刻Ｔ２の有効表示期間における逆補正電
圧の振幅ΔＶＰが徐々に減少する。
　ここで、例えば、Ｖｒｅｆ＝５．１Ｖ、時刻Ｔ１における垂直走査を２００ライン、時
刻Ｔ３における垂直走査を１０００ライン、ΔＶの電圧を増加する垂直走査のステップ数
を４０ラインとすると１ステップ当たりの電圧変動が０．０６Ｖとなり、時刻Ｔ１から時
刻Ｔ２の区間において２０ステップでΔＶ＝１．２Ｖ変化し、Ｄ／Ａコンバータ１０の設
定データが［１９Ｅ］で、Ｖｒｅｆの基準電圧と同じ５．１Ｖを出力すれば、ＶＤＡはＶ
ＤＡ＝Ｖｒｅｆ＋ΔＶの関係から、５．１Ｖ～６．３Ｖの電圧範囲でランプ波形となる。
　なお、本実施例の液晶表示パネル２１において、各フレームの垂直走査方向が、図４の
近端部Ｂ点から遠端部Ａ点に向う方向である場合は、デジタル制御信号（Ｉ２ＣＤＡＴＡ
）のデジタル設定値を、トランジスタ３がＯＮ状態からＯＦＦ状態への遷移するように設
定することにより、各フレームの垂直走査方向が、図４の遠端部Ａ点から近端部Ｂ点に向
う方向である場合と同様の作用・効果を得ることができる。
【００２５】
　　［変形例］
　図８は、本発明の実施例１の液晶表示装置の変形例のＶＣＯＭ生成回路の回路構成を示
す回路図である。
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　図８に示す変形例は、対向電極（ＩＴＯ２）の遠端部Ａ点と、近端部Ｂ点の他に、図４
に示すように、対向電極（ＩＴＯ２）の中間部Ｃ点の電位変動に基づき、対向電極（ＩＴ
Ｏ２）の電位変動を相殺するようにしたものである。
　図８に示すＶＣＯＭ生成回路は、抵抗１－２と、トランジスタ（３－２）（例えばＭＯ
Ｓトランジスタ、ｎチャンネル電界効果トランジスタ）と、トランジスタ（３―２）のゲ
ートバイアス電圧を生成する１０ｂｉｔ精度のＤ／Ａコンバータ（１０－２）が追加され
た点で、図５に示すＶＣＯＭ生成回路と相違する。
　ここで、抵抗１－２は、液晶表示パネル２１の昼間部Ｃ点から液晶表示パネル２１の一
端までの、液晶表示パネル２１内の配線（図４のＬＩＮＥＣ）の配線抵抗である。さらに
、抵抗１抵抗（１－２）、抵抗２は、配線（図４のＬＩＮＥＡ）と、配線（図４のＬＩＮ
ＥＣ）と、配線（図４のＬＩＮＥＢ）の配線距離の違いから、抵抗値の大小関係が、「抵
抗１＞抵抗（１－２）＞抵抗２」となっている。
　また、トランジスタ（３－２）は混合手段を構成し、トランジスタ（３－２）は、Ｄ／
Ａコンバータ（１０－２）の出力信号（ＶＤＡ）により内部抵抗を変化させて、ＶｉｎＡ
の電圧とＶｉｎＣの電圧の混合比を変化させる。Ｄ／Ａコンバータ（１０－２）の出力信
号（ＶＤＡ２）は、表示制御回路２４により制御される。
【００２６】
　例えば、反転増幅器８のアンプゲインをＧとすると、図８に示すＶＣＯＭ生成回路の出
力電圧（ＶＣＯＭ）は、以下の通りとなる。
（１）トランジスタ３、トランジスタ（３－２）が共にＯＦＦ状態の場合
ＶＣＯＭ＝Ｖｒｅｆ＋ＶｉｎＡ＊Ｇ
（２）トランジスタ（３－２）がＯＦＦ状態で、トランジスタ３がＯＦＦ状態からＯＮ状
態に遷移する過程にある場合
ＶＣＯＭ＝Ｖｒｅｆ＋（ＶｉｎＡ＋ＶｉｎＣ）＊Ｇ
（３）トランジスタ（３－２）がＯＦＦ状態で、トランジスタ３がＯＮ状態にある場合、
「抵抗１＞抵抗（１－２）」の関係から、インピーダンスの低いＶｉｎＣ電圧が支配的と
なり、
ＶＣＯＭ＝Ｖｒｅｆ＋ＶｉｎＣ＊Ｇ
（４）トランジスタ３がＯＮ状態で、トランジスタ（３－２）がＯＦＦ状態からＯＮ状態
に遷移する過程にある場合
ＶＣＯＭ＝Ｖｒｅｆ＋（ＶｉｎＣ＋ＶｉｎＢ）＊Ｇ、
（５）トランジスタ３とトランジスタ（３－２）が共にＯＮ状態にある場合、「抵抗（１
－２）＞抵抗２」の関係から、インピーダンスの低いＶｉｎＢ電圧が支配的となり、
ＶＣＯＭ＝Ｖｒｅｆ＋ＶＩＮＢ＊Ｇ
　つまり、トランジスタ３がＯＦＦ状態からＯＮ状態に遷移する過程において、トランジ
スタ３の内部抵抗値によって、ＶｉｎＡ電圧とＶｉｎＣ電圧の混合比が変わり、トランジ
スタ（３－２）がＯＦＦ状態からＯＮ状態に遷移する過程において、トランジスタ（３－
２）の内部抵抗値によって、ＶｉｎＣ電圧とＶｉｎＢ電圧の混合比が変わることになる。
　このＶｉｎＡの電圧とＶｉｎＣの電圧、あるいは、ＶｉｎＣの電圧とＶｉｎＢの電圧の
混合電圧は、ＡＣ結合の反転増幅回路８にてＧ倍に増幅され、ＤＣ基準電圧であるＶｒｅ
ｆ電圧と重畳した電圧が対向電極（ＩＴＯ２）に供給される逆補正共通電圧（ＶＣＯＭＲ
）となる。
【００２７】
　図９は、本発明の実施例１の液晶表示装置の変形例のＶＣＯＭ生成回路のタイミング波
形を示す図である。
　Ｉ２ＣＤＡＴＡは、表示制御回路２４がＤ／Ａコンバータ１０に電圧設定用の信号とし
て送るデジタル制御信号を表し、デジタル制御信号（Ｉ２ＣＤＡＴＡ）のデジタル設定値
に従って、Ｄ／Ａコンバータ１０でアナログ電圧に変換される。
　デジタル制御信号（Ｉ２ＣＤＡＴＡ）のデジタル設定値は、有効表示期間の開始時刻Ｔ
０からある垂直走査後の時刻Ｔ１まで、Ｄ／Ａコンバータ１０の出力が、Ｖｒｅｆの基準
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電圧と等しくなる設定データとして、１６進数表記で［１９Ｅ］となり、その後、時刻Ｔ
１から時刻Ｔ５において、数十ラインの垂直走査を実施する毎に、［１９Ｅ］から例えば
［１９Ｆ］～［１ＦＦ］迄、電圧設定デーを増加させ、時刻Ｔ５から時刻Ｔ２まで［１Ｆ
Ｆ］を維持し、ブランキング期間の時刻Ｔ２から時刻Ｔ３の間に、前述とは逆に電圧設定
データを［１ＦＦ］～［１９Ｅ］に減少させる。
　デジタル制御信号（Ｉ２ＣＤＡＴＡ）のデジタル設定値に基づき、Ｄ／Ａコンバータ１
０は、図９中に示す通り、ＶＤＡなるアナログ電圧のランプ波形を作り、ランプ電圧がト
ランジスタ３のゲートバイアス電圧として印加され、トランジスタ３がｎチャンネルトラ
ンジスタであるため、ＶＤＡのランプ波形の電圧が高くなるとその変化に従って、トラン
ジスタ３はＯＦＦ状態からＯＮ状態に遷移する。
　トランジスタ３のＯＦＦ状態からＯＮ状態への遷移過程において、トランジスタ３自身
の内部抵抗値が数百ＭΩから数十Ωへと変化し、図５に示すＶｉｎＡの電圧とＶｉｎＣの
電圧の混合比の関係が徐々に「Ａ＜Ｃ」となるため、逆補正共通電圧（ＶＣＯＭＲ）は、
図９に示す様に、時刻Ｔ１から時刻Ｔ５の有効表示期間における逆補正電圧の振幅ΔＶＰ
が徐々に減少する。
【００２８】
　Ｉ２ＣＤＡＴＡ－２は、表示制御回路２４がＤ／Ａコンバータ（１０－２）に電圧設定
用の信号として送るデジタル制御信号を表し、デジタル制御信号（Ｉ２ＣＤＡＴＡ－２）
のデジタル設定値に従って、Ｄ／Ａコンバータ（１０－２）でアナログ電圧に変換される
。
　デジタル制御信号（Ｉ２ＣＤＡＴＡ－２）のデジタル設定値は、有効表示期間の開始時
刻Ｔ０からある垂直走査後の時刻Ｔ５まで、Ｄ／Ａコンバータ（１０－２）の出力が、Ｖ
ｒｅｆの基準電圧と等しくなる設定データとして、１６進数表記で［１９Ｅ］となり、そ
の後、時刻Ｔ５から時刻Ｔ２において、数十ラインの垂直走査を実施する毎に、［１９Ｅ
］から例えば［１９Ｆ］～［１ＦＦ］迄、電圧設定デーを増加させ、ブランキング期間の
時刻Ｔ２から時刻Ｔ３の間に、前述とは逆に電圧設定データを［１ＦＦ］～［１９Ｅ］に
減少させる。
　デジタル制御信号（Ｉ２ＣＤＡＴＡ－２）のデジタル設定値に基づき、Ｄ／Ａコンバー
タ（１０－２）は、図９中に示す通り、ＶＤＡ－２なるアナログ電圧のランプ波形を作り
、ランプ電圧がトランジスタ（３－２）のゲートバイアス電圧として印加され、トランジ
スタ（３－２）がｎチャンネルトランジスタであるため、ＶＤＡ－２のランプ波形の電圧
が高くなるとその変化に従って、トランジスタ（３－２）はＯＦＦ状態からＯＮ状態に遷
移する。
　トランジスタ（３―２）のＯＦＦ状態からＯＮ状態への遷移過程において、トランジス
タ（３－２）自身の内部抵抗値が数百ＭΩから数十Ωへと変化し、図８に示すＶｉｎＣの
電圧とＶｉｎＢの電圧の混合比の関係が徐々に「ＶｉｎＣ＜ＶｉｎＢ」となるため、逆補
正共通電圧（ＶＣＯＭＲ）は、図９に示す様に、時刻Ｔ５から時刻Ｔ２の有効表示期間に
おける逆補正電圧の振幅ΔＶＰが徐々に減少する。
　なお、図８に示すＶＣＯＭ生成回路では、ΔＶの電圧を増加する垂直走査のステップ数
を、図５に示すＶＣＯＭ生成回路の場合の半分とする必要がある。
【００２９】
［実施例２］
　図１０は、本発明の実施例２の液晶表示装置のＶＣＯＭ生成回路の回路構成の回路構成
を示す回路図である。
　前述の図５に示す実施例１と異なる点は、Ｄ／Ａコンバータ１０とトランジスタ３の代
わりに、デジタル制御可変抵抗ＩＣ（１１）に置き換えた点である。
　デジタル制御可変抵抗ＩＣ（１１）は、表示制御回路２４から出力されるデジタルの設
定データ（Ｉ２ＣＤＡＴＡ）を元に抵抗値が変化するＩＣで、図５に示した実施例１のＤ
／Ａコンバータ１０とトランジスタ３の役割として機能する。
　例えば、設定データが［１９Ｆ］の場合、デジタル制御可変抵抗ＩＣ（１１）の内部抵
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。
　表示制御回路２４から、デジタル制御可変抵抗ＩＣ（１１）に送るデータタイミングは
、図７に示したＩ２ＣＤＡＴＡと同じである。
　また、前述のデジタル制御可変抵抗ＩＣ（１１）の内部抵抗を可変させて、対向電極（
ＩＴＯ２）に供給する共通電圧（ＶＣＯＭ）の逆補正電圧の振幅（ΔＶＰ）が変化する作
用は、前述の実施例１の動作で説明した通りである。
【００３０】
　なお、前述の説明では、図４に示すように、対向電極（ＩＴＯ２）は、面状の電極の場
合について説明したが、本発明は、これに限定されるものではなく、対向電極（ＩＴＯ２
）は、走査線（Ｇ）の延長方向に設けられる帯状の電極であってもよい。
　また、ＶＣＯＭ生成回路は、図１に示す電源回路２５に設けられる。
　さらに、前述の説明では、液晶表示装置の駆動方法として、ドット反転法を採用した場
合いついて説明したが、本発明は、これに限定されるものではなく、本発明は、液晶表示
装置の駆動方法として、ｎライン（例えば、２ライン）反転法を採用した場合にも適用可
能である。
　以上、本発明者によってなされた発明を、前記実施例に基づき具体的に説明したが、本
発明は、前記実施例に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において種々
変更可能であることは勿論である。
【符号の説明】
【００３１】
１，１－２，２　抵抗（配線抵抗）
３，３－２　ｎチャンネル電界効果トランジスタ（ｎ－ＭＯＳ）
４　コンデンサ
５，６　固定抵抗
７　オペアンプ
８　反転増幅回路
１０，１０－２　Ｄ／Ａコンバータ
１１　デジタル制御可変抵抗ＩＣ
２１　液晶表示パネル
２２　ゲート・ドライバ部
２２Ａ　ゲートドライバ
２３　ドレイン・ドライバ部
２３Ａ　ドレインドライバ
２４　表示制御回路
２５　電源回路
ＴＦＴ　薄膜トランジスタ
Ｇ　走査線（ゲート線ともいう）
Ｄ　映像線（ドレイン線、ソース線ともいう）
Ｃｌｃ　液晶容量
Ｃｓｔｇ　保持容量
ＩＴＯ１　画素電極
ＩＴＯ２　対向電極
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